（令和３年度　指導活用技術　手引き）
スプレーポニック栽培におけるミディトマト窒素吸収量の推定法

[bookmark: _GoBack]１　窒素吸収量把握の重要性
ミディトマトの周年栽培では、栽培が11か月、収穫が9か月間と長期に及びます。その間、品質の良いものを安定して生産し続けるためには、目まぐるしく変化するハウス内外の環境に対応した草勢管理が求められます。草勢管理技術の３本柱となるものが、ハウス環境制御と植物体管理、窒素施用です。そのうち、窒素施用量が草勢に及ぼす影響は非常に大きく、窒素施用量と収量（特に年内収量）との間には正の相関関係があることが明らかとなっています。収量を増加するためには窒素施用量を増やすことが重要ですが、増やしすぎは異常茎（心止まり）や空洞果の発生を助長するため、窒素吸収量を把握して適切に制御（加減）することが大切です。そのため、比較的簡易な方法で一日にミディトマトが吸収した窒素量を推定する方法を開発したので紹介します。
なお、本法は、スプレーポニック栽培であれば、ミニトマト、大玉トマトにも応用が可能です。

２　窒素吸収量推定の具体的方法
スプレーポニック栽培では、毎日早朝（一般的には日の出時刻頃）1回目の窒素が地下タンクに投入されます。2回目以降は、補水量に応じて施用されるため、その日の天候により回数や投入量は異なります。窒素吸収量は、毎日決まった時刻に測定した地下タンク内培養液の硝酸イオン濃度を測定し、前日との差から推定することができますが、毎日1回目の窒素投入前に測定した値を用いるのが最適です。

（１）地下タンク内培養液のサンプリング
[image: ]　　早朝にサンプリングする必要があるため、水中ポンプとタイマーを組み合わせたオートサンプラーを作成しました。1万5千円程度で自作が可能です（別添マニュアル参照）。オーバーフローする機構としているため、タイマーでポンプ稼働時間を3分程度に設定しておけば、残液の影響を排除することができます。このオートサンプラーの利用により、地下タンク内の培養液を窒素施用前である早朝に自動でサンプリングしておき、後で測定することが可能です。また、これまで地下タンクの重い蓋を持ち上げ、柄付き容器などを使ってサンプリングしていた作業が不要となります。オートサンプラー概念図



（２）硝酸イオン濃度の測定
硝酸イオンメータ（HORIBAコンパクト硝酸イオンメータ LAQUAtwin <NO3-11>など）で測定します。硝酸イオンメータ本体と測定する培養液の温度が著しく異なると（本体5℃、培養液20℃など）誤差が大きくなります。メータ本体をサンプリングした培養液の付近に置いておき、温度を揃えて測定します。

（３）窒素吸収量の推定
　　事前に地下タンクに湛液されている培養液量とベッドに湛液されている培養液量の総量を求めます。地下タンクの培養液量は、養液交換の際に、全量排液したあと自動で補水される量を実測します（SPナビの記録より）。
ベッド内の湛液量は、ｍあたり15Lとしてベッドの総延長距離から求めます。
下記の総湛液量算出フォームを利用すると簡単に算出できます。
一株当たりの吸収量として算出するため、栽植株数を確認しておきます。
　　これらのデータを下記フォームに入力すると窒素吸収量推定値が計算できます。

窒素吸収量の推定
[image: ]




　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　



表中の数値は一例
※ 窒素吸収量推定詳細
１．前日と当日の地下タンク内NO3－濃度から、NO3－濃度の増減を算出
２．総湛液量とNO3－濃度増減からNO3－量の増減を算出
３．硝酸態N量に換算（NO3－の原子量62、Nの原子量14 → NO3－量の増減に14/62を乗じる）
４．硝酸態N量の増減と栽植株数から、株あたりの硝酸態N量の増減を算出
５．当日のN施用量と株あたりの硝酸態N量の増減から、株あたりのN吸収量を算出（当日N施用量はスプレーポニックSPナビの記録を参照）　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　



↑ 　　　　　　　↑　　　　　　
ダブルクリックでファイル展開
３　推定した窒素吸収量の活用
推定した日々の窒素吸収量をウィークリーレポートとして記録することで、1週間分の窒素吸収量が明確に把握できます。生育調査、ハウス環境データのウィークリーレポートと併せて、翌週の窒素施用量、環境管理、栽培管理を検討、決定します。窒素吸収量のデータを蓄積していくことで、より正確な根拠に基づいた窒素施用量の決定、生育コントロールが可能になります。

ウィークリーレポート（培養液管理）の一例
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↑ ダブルクリックでファイル展開








ウィークリーレポートを活用した生育診断と管理方法決定の考え方（例）
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［ その他 ］
研究課題名：大規模施設園芸における新作型確立
研究期間：平成30年度～令和2年度
研究担当者：園芸研究センター スマート園芸研究グループ　佐藤信仁、森聡太、安藤郁奈
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総湛液量算出フォーム.xls
硝酸イオン濃度と株当りＮ吸収量

		

				総湛液量（地下タンク＋栽培ベッド）の算出 ソウタンエキリョウチカサイバイサンシュツ

						ベッド長 チョウ		ベッド数 スウ		総ベッド長 ソウチョウ		ベッド基準
湛液量 キジュンタンエキリョウ		ベッド総
湛液量 ソウタンエキリョウ		地下タンク
実湛液量 チカジツタンエキリョウ		総湛液量
(地下タンク＋ベッド) ソウタンエキリョウチカ

						（m）		（本） ホン		（m）		（L/m）		（L）		（L）		（L）

				1号棟 ゴウトウ		17.75		7		290.5		15		4,358		3,300		17,948

						23.75		7

				2号棟 ゴウトウ		25.25		14		686.0				10,290

						23.75		14

				小計 ショウケイ						976.5				14,648

				3号棟 ゴウトウ		25.25		14		686.0				10,290		4,600		25,180

						23.75		14

				4号棟 ゴウトウ		25.25		14		686.0				10,290

						23.75		14

				小計 ショウケイ						1372.0				20,580

				合計 ゴウケイ						2348.5				35,228		7,900		43,128





分子量

		

		N		14				NO3-		→		硝酸態N ショウサンタイ		=		N		=		14		=		0.2258064516

		O		16												NO3				62

								硝酸態N ショウサンタイ		→		NO3-		=		NO3		=		62		=		4.4285714286

																N				14





Sheet3

		窒素分施ポンプの運転時間　早見表（1株に枝1本としての計算） チッソブンセウンテンジカンハヤミヒョウカブエダホンケイサン

						1号・2号 ゴウゴウ								3号・4号 ゴウゴウ

		a		栽植本数 サイショクホンスウ		3,052		株 カブ						4,284		株 カブ

		b		窒素分施ポンプ吐出量 チッソブンセトシュツリョウ		2,070		mL/min						3,340		mL/min

		c		窒素分施量 チッソブンセリョウ		下表 カヒョウ		mg/株 カブ						下表 カヒョウ		mg/株 カブ

				窒素肥料原液中窒素濃度
（基本固定） チッソヒリョウゲンエキチュウチッソノウドキホンコテイ		11		mg/mL						11		mg/mL

						窒素分施ポンプの運転時間 （X＝a×ｃ÷ｂ÷11） チッソブンセウンテンジカン

						分施量
（mg/日・株） ブンセリョウニチカブ		「1・2号」 ゴウ		「3・4号」 ゴウ				分施量
（mg/日・株） ブンセリョウニチカブ		「1・2号」 ゴウ		「3・4号」 ゴウ

								時間
（秒） ジカンビョウ		時間
（秒） ジカンビョウ						時間
（秒） ジカンビョウ		時間
（秒） ジカンビョウ

						1		8		7				46		370		322

						2		16		14				47		378		329

						3		24		21				48		386		336

						4		32		28				49		394		343

						5		40		35				50		402		350

						6		48		42				51		410		357

						7		56		49				52		418		364

						8		64		56				53		426		371

						9		72		63				54		434		378

						10		80		70				55		442		385

						11		88		77				56		450		392

						12		97		84				57		458		399

						13		105		91				58		466		406

						14		113		98				59		474		413

						15		121		105				60		483		420

						16		129		112				61		491		427

						17		137		119				62		499		434

						18		145		126				63		507		441

						19		153		133				64		515		448

						20		161		140				65		523		455

						21		169		147				66		531		462

						22		177		154				67		539		469

						23		185		161				68		547		476

						24		193		168				69		555		483

						25		201		175				70		563		490

						26		209		182				71		571		497

						27		217		189				72		579		504

						28		225		196				73		587		511

						29		233		203				74		595		518

						30		241		210				75		603		525

						31		249		217				76		611		532

						32		257		224				77		619		539

						33		265		231				78		627		546

						34		273		238				79		635		553

						35		281		245				80		643		560

						36		290		252				81		651		567

						37		298		259				82		659		574

						38		306		266				83		667		581

						39		314		273				84		676		588

						40		322		280				85		684		595

						41		330		287				86		692		602

						42		338		294				87		700		609

						43		346		301				88		708		616

						44		354		308				89		716		623

						45		362		315				90		724		630





Sheet4

		窒素分施ポンプの運転時間　早見表（1株に枝1本としての計算） チッソブンセウンテンジカンハヤミヒョウカブエダホンケイサン

						1号・2号 ゴウゴウ								3号・4号 ゴウゴウ

		a		栽植本数 サイショクホンスウ		3,052		株 カブ						4,284		株 カブ

		b		窒素分施ポンプ吐出量 チッソブンセトシュツリョウ		2,070		mL/min						3,340		mL/min

		c		窒素分施量 チッソブンセリョウ		下表 カヒョウ		mg/株 カブ						下表 カヒョウ		mg/株 カブ

				窒素肥料原液中窒素濃度
（基本固定） チッソヒリョウゲンエキチュウチッソノウドキホンコテイ		11		mg/mL						11		mg/mL

						窒素分施ポンプの運転時間 （X＝a×ｃ÷ｂ÷11） チッソブンセウンテンジカン

						分施量
（mg/日・株） ブンセリョウニチカブ		「1・2号」 ゴウ		「3・4号」 ゴウ				分施量
（mg/日・株） ブンセリョウニチカブ		「1・2号」 ゴウ		「3・4号」 ゴウ

								時間
（分） ジカンフン		時間
（分） ジカンフン						時間
（分） ジカンフン		時間
（分） ジカンフン

						91		732		637				136		1094		951

						92		740		644				137		1102		958

						93		748		651				138		1110		965

						94		756		658				139		1118		972

						95		764		665				140		1126		979

						96		772		672				141		1134		986

						97		780		679				142		1142		993

						98		788		686				143		1150		1000

						99		796		693				144		1158		1007

						100		804		700				145		1166		1014

						101		812		707				146		1174		1021

						102		820		714				147		1182		1028

						103		828		721				148		1190		1035

						104		836		728				149		1198		1042

						105		844		735				150		1206		1049

						106		852		742				151		1214		1056

						107		861		749				152		1222		1063

						108		869		756				153		1230		1070

						109		877		763				154		1238		1077

						110		885		770				155		1247		1084

						111		893		777				156		1255		1091

						112		901		784				157		1263		1098

						113		909		791				158		1271		1105

						114		917		798				159		1279		1112

						115		925		805				160		1287		1119

						116		933		812				161		1295		1126

						117		941		819				162		1303		1133

						118		949		826				163		1311		1140

						119		957		833				164		1319		1147

						120		965		840				165		1327		1154

						121		973		847				166		1335		1161

						122		981		854				167		1343		1168

						123		989		861				168		1351		1175

						124		997		868				169		1359		1182

						125		1005		875				170		1367		1189

						126		1013		882				171		1375		1196

						127		1021		889				172		1383		1203

						128		1029		896				173		1391		1210

						129		1037		903				174		1399		1217

						130		1045		910				175		1407		1224

						131		1054		917				176		1415		1231

						132		1062		923				177		1423		1238

						133		1070		930				178		1432		1245

						134		1078		937				179		1440		1252

						135		1086		944				180		1448		1259





Sheet1

		

						窒素吸収量の推定 チッソキュウシュウリョウスイテイ

						今日の株あたり
N施与量 キョウカブセヨリョウ		硝酸イオン濃度（ppm） ショウサンノウド						硝酸態窒素
換算 ショウサンタイチッソカンザン		植栽株数 ショクサイカブスウ		株あたり
硝酸体N増減 カブショウサンタイゾウゲン		株あたり
N吸収量推定値 カブキュウシュウリョウスイテイチ

						（mg/株） カブ		前日 ゼンジツ		当日 トウジツ		差 サ		(g)		（株） カブ		（Nmg/株） カブ		（mg/株） カブ

						100		100		100		0		0.0		3,000		0		100.0

						100		80		120		40		0.0		4,000		0		43.1
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窒素吸収量推定フォーム.xls
総湛液量算出

		

				総湛液量（地下タンク＋栽培ベッド）の算出 ソウタンエキリョウチカサイバイサンシュツ

						ベッド長 チョウ		ベッド数 スウ		総ベッド長 ソウチョウ		ベッド基準
湛液量 キジュンタンエキリョウ		ベッド総
湛液量 ソウタンエキリョウ		地下タンク
実湛液量 チカジツタンエキリョウ

						（m）		（本） ホン		（m）		（L/m）		（L）		（L）

				1号棟 ゴウトウ		17.75		7		290.5		15		4,358		3,300

						23.75		7

				2号棟 ゴウトウ		25.25		14		686.0				10,290

						23.75		14

				小計 ショウケイ						976.5				14,648

				3号棟 ゴウトウ		25.25		14		686.0				10,290		4,600

						23.75		14

				4号棟 ゴウトウ		25.25		14		686.0				10,290

						23.75		14

				小計 ショウケイ						1372.0				20,580

				合計 ゴウケイ						2348.5				35,228		7,900





硝酸イオン濃度と株当りＮ吸収量

		

				総湛液量（地下タンク＋栽培ベッド）の算出 ソウタンエキリョウチカサイバイサンシュツ														窒素吸収量の推定 チッソキュウシュウリョウスイテイ

						ベッド長 チョウ		ベッド数 スウ		総ベッド長 ソウチョウ		ベッド基準
湛液量 キジュンタンエキリョウ		ベッド総
湛液量 ソウタンエキリョウ		地下タンク
実湛液量 チカジツタンエキリョウ		総湛液量
(地下タンク＋ベッド) ソウタンエキリョウチカ		今日の株あたり
N施用量 キョウカブセヨウリョウ		硝酸イオン濃度（ppm） ショウサンノウド						硝酸態窒素
換算 ショウサンタイチッソカンザン		植栽株数 ショクサイカブスウ		株あたり
硝酸体N増減 カブショウサンタイゾウゲン		株あたり
N吸収量推定値 カブキュウシュウリョウスイテイチ

						（m）		（本） ホン		（m）		（L/m）		（L）		（L）		（L）		（mg/株） カブ		前日 ゼンジツ		当日 トウジツ		差 サ		(g)		（株） カブ		（Nmg/株） カブ		（mg/株） カブ

				1号棟 ゴウトウ		17.75		7		290.5		15		4,358		3,300		17,948		100		100		100		0		0.0		3,000		0		100.0

						23.75		7

				2号棟 ゴウトウ		25.25		14		686.0				10,290

						23.75		14

				小計 ショウケイ						976.5				14,648

				3号棟 ゴウトウ		25.25		14		686.0				10,290		4,600		25,180		100		80		120		40		227.4		4,000		57		43.1

						23.75		14

				4号棟 ゴウトウ		25.25		14		686.0				10,290

						23.75		14

				小計 ショウケイ						1372.0				20,580

				合計 ゴウケイ						2348.5				35,228		7,900		43,128





分子量

		

		N		14				NO3-		→		硝酸態N ショウサンタイ		=		N		=		14		=		0.2258064516

		O		16												NO3				62

								硝酸態N ショウサンタイ		→		NO3-		=		NO3		=		62		=		4.4285714286

																N				14





Sheet3

		窒素分施ポンプの運転時間　早見表（1株に枝1本としての計算） チッソブンセウンテンジカンハヤミヒョウカブエダホンケイサン

						1号・2号 ゴウゴウ								3号・4号 ゴウゴウ

		a		栽植本数 サイショクホンスウ		3,052		株 カブ						4,284		株 カブ

		b		窒素分施ポンプ吐出量 チッソブンセトシュツリョウ		2,070		mL/min						3,340		mL/min

		c		窒素分施量 チッソブンセリョウ		下表 カヒョウ		mg/株 カブ						下表 カヒョウ		mg/株 カブ

				窒素肥料原液中窒素濃度
（基本固定） チッソヒリョウゲンエキチュウチッソノウドキホンコテイ		11		mg/mL						11		mg/mL

						窒素分施ポンプの運転時間 （X＝a×ｃ÷ｂ÷11） チッソブンセウンテンジカン

						分施量
（mg/日・株） ブンセリョウニチカブ		「1・2号」 ゴウ		「3・4号」 ゴウ				分施量
（mg/日・株） ブンセリョウニチカブ		「1・2号」 ゴウ		「3・4号」 ゴウ

								時間
（秒） ジカンビョウ		時間
（秒） ジカンビョウ						時間
（秒） ジカンビョウ		時間
（秒） ジカンビョウ

						1		8		7				46		370		322

						2		16		14				47		378		329

						3		24		21				48		386		336

						4		32		28				49		394		343

						5		40		35				50		402		350

						6		48		42				51		410		357

						7		56		49				52		418		364

						8		64		56				53		426		371

						9		72		63				54		434		378

						10		80		70				55		442		385

						11		88		77				56		450		392

						12		97		84				57		458		399

						13		105		91				58		466		406

						14		113		98				59		474		413

						15		121		105				60		483		420

						16		129		112				61		491		427

						17		137		119				62		499		434

						18		145		126				63		507		441

						19		153		133				64		515		448

						20		161		140				65		523		455

						21		169		147				66		531		462

						22		177		154				67		539		469

						23		185		161				68		547		476

						24		193		168				69		555		483

						25		201		175				70		563		490

						26		209		182				71		571		497

						27		217		189				72		579		504

						28		225		196				73		587		511

						29		233		203				74		595		518

						30		241		210				75		603		525

						31		249		217				76		611		532

						32		257		224				77		619		539

						33		265		231				78		627		546

						34		273		238				79		635		553

						35		281		245				80		643		560

						36		290		252				81		651		567

						37		298		259				82		659		574

						38		306		266				83		667		581

						39		314		273				84		676		588

						40		322		280				85		684		595

						41		330		287				86		692		602

						42		338		294				87		700		609

						43		346		301				88		708		616

						44		354		308				89		716		623

						45		362		315				90		724		630





Sheet4

		窒素分施ポンプの運転時間　早見表（1株に枝1本としての計算） チッソブンセウンテンジカンハヤミヒョウカブエダホンケイサン

						1号・2号 ゴウゴウ								3号・4号 ゴウゴウ

		a		栽植本数 サイショクホンスウ		3,052		株 カブ						4,284		株 カブ

		b		窒素分施ポンプ吐出量 チッソブンセトシュツリョウ		2,070		mL/min						3,340		mL/min

		c		窒素分施量 チッソブンセリョウ		下表 カヒョウ		mg/株 カブ						下表 カヒョウ		mg/株 カブ

				窒素肥料原液中窒素濃度
（基本固定） チッソヒリョウゲンエキチュウチッソノウドキホンコテイ		11		mg/mL						11		mg/mL

						窒素分施ポンプの運転時間 （X＝a×ｃ÷ｂ÷11） チッソブンセウンテンジカン

						分施量
（mg/日・株） ブンセリョウニチカブ		「1・2号」 ゴウ		「3・4号」 ゴウ				分施量
（mg/日・株） ブンセリョウニチカブ		「1・2号」 ゴウ		「3・4号」 ゴウ

								時間
（分） ジカンフン		時間
（分） ジカンフン						時間
（分） ジカンフン		時間
（分） ジカンフン

						91		732		637				136		1094		951

						92		740		644				137		1102		958

						93		748		651				138		1110		965

						94		756		658				139		1118		972

						95		764		665				140		1126		979

						96		772		672				141		1134		986

						97		780		679				142		1142		993

						98		788		686				143		1150		1000

						99		796		693				144		1158		1007

						100		804		700				145		1166		1014

						101		812		707				146		1174		1021

						102		820		714				147		1182		1028

						103		828		721				148		1190		1035

						104		836		728				149		1198		1042

						105		844		735				150		1206		1049

						106		852		742				151		1214		1056

						107		861		749				152		1222		1063

						108		869		756				153		1230		1070

						109		877		763				154		1238		1077

						110		885		770				155		1247		1084

						111		893		777				156		1255		1091

						112		901		784				157		1263		1098

						113		909		791				158		1271		1105

						114		917		798				159		1279		1112

						115		925		805				160		1287		1119

						116		933		812				161		1295		1126

						117		941		819				162		1303		1133

						118		949		826				163		1311		1140

						119		957		833				164		1319		1147

						120		965		840				165		1327		1154

						121		973		847				166		1335		1161

						122		981		854				167		1343		1168

						123		989		861				168		1351		1175

						124		997		868				169		1359		1182

						125		1005		875				170		1367		1189

						126		1013		882				171		1375		1196

						127		1021		889				172		1383		1203

						128		1029		896				173		1391		1210

						129		1037		903				174		1399		1217

						130		1045		910				175		1407		1224

						131		1054		917				176		1415		1231

						132		1062		923				177		1423		1238

						133		1070		930				178		1432		1245

						134		1078		937				179		1440		1252

						135		1086		944				180		1448		1259





Sheet1

		

						窒素吸収量の推定 チッソキュウシュウリョウスイテイ

						今日の株あたり
N施与量 キョウカブセヨリョウ		硝酸イオン濃度（ppm） ショウサンノウド						硝酸態窒素
換算 ショウサンタイチッソカンザン		植栽株数 ショクサイカブスウ		株あたり
硝酸体N増減 カブショウサンタイゾウゲン		株あたり
N吸収量推定値 カブキュウシュウリョウスイテイチ

						（mg/株） カブ		前日 ゼンジツ		当日 トウジツ		差 サ		(g)		（株） カブ		（Nmg/株） カブ		（mg/株） カブ

						100		100		100		0		0.0		3,000		0		100.0

						100		80		120		40		0.0		4,000		0		43.1
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ウィークリーレポート_ 養液管理_様式例.xlsx


ウィークリーレポート_養液管理_様式例.xlsx
例示

				結果の振り返り_養液管理 ケッカ フ カエ ヨウエキ カンリ						記入日（　　月　　日）　　　　　 キニュウ ビ ガツ ニチ



				○養液管理
　（１・２号棟） ヨウエキ カンリ		N分施量 ブン セ リョウ				EC		pH		硝酸イオン濃度
(5:00) ショウサン ノウド						N吸収量
推定値 キュウシュウ リョウ スイテイチ						N以外肥料
(前日との差) イガイ ヒリョウ ゼンジツ サ						天気 テンキ

						mg/株 カブ		ℓ		S/m				ppm						mg/株 カブ						ℓ

				43831.0

				43832.0

				43833.0

				43834.0

				43835.0

				43836.0

				43837.0

				43838.0

				計 ケイ		0		0.0		－		－		－						0.0						0



				○養液管理
　（3・4号棟） ヨウエキ カンリ		N分施量 ブン セ リョウ				EC		pH		硝酸イオン濃度
(5:00) ショウサン ノウド						N吸収量
推定値 キュウシュウ リョウ スイテイチ						N以外肥料
(前日との差) イガイ ヒリョウ ゼンジツ サ						天気 テンキ

						mg/株 カブ		ℓ		S/m				ppm						mg/株 カブ						ℓ

				43831.0

				43832.0

				43833.0

				43834.0

				43835.0

				43836.0

				43837.0

				43838.0

				計 ケイ		0		0.0		－		－		－						0.0						0



				○チェック事項 ジコウ

				□原水ﾌｨﾙﾀｰ1号 ゲンスイ ゴウ				□亜鉛濃度12号 アエン ノウド

				□原水ﾌｨﾙﾀｰ4号 ゲンスイ ゴウ				□亜鉛濃度34号 アエン ノウド

				□給水フィルター12号 キュウスイ ゴウ				□

				□給水フィルター34号 キュウスイ ゴウ				□



				メモ
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総湛液量
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ベッド)

今日の株あたり
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N吸収量推定値
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100.0

硝酸イオン濃度（ppm）

17,948
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オートサンプラー 概念図  

スプレーポニック栽培 における ミディトマト 窒素吸収量 の 推定法     １   窒素 吸収量把握 の 重要性   ミディトマト の 周年栽培では、栽培 が 11 か 月、収穫が 9 か月間と長期に及びます。そ の間、品質の良いものを 安定して 生産し続けるためには、 目まぐるしく変化する ハウス 内 外 の環境 に対応した草勢管理が求められます。草勢管理技術の ３本柱 となるものが、 ハウス環境制御と 植物体管理、 窒素施用です。そのうち、窒素施用量 が草勢に及ぼす影 響は非常に 大きく、 窒素 施用量と収量（特に年内収量） との間 には正の相関関係がある ことが明らかとなっています。収量を増加するためには窒素施用量を増やすことが重要 ですが、増やしすぎは異常茎 （心止まり） や空洞果の発生 を 助長 する ため、 窒素 吸収量 を把握して 適切に 制御 （加減） することが 大切です 。 そのため、 比較的簡易な 方法で一 日に ミディ トマトが吸収した 窒素量を推定する 方法を 開発したので 紹介します 。   なお、本法は、スプレーポニック栽培であれば、ミニトマト、大玉トマトにも応用が可 能です。     ２   窒素吸収量 推定 の具体的方法   スプレーポニック栽培では、毎日早朝（一般的には 日の出時刻頃 ） 1 回目の窒素が 地下 タンクに投入 されます。 2 回目以降は、補水量に応じて施用されるため、その日の天候 により回数や 投入 量は異なります。 窒素吸収量は、 毎日決まった 時刻 に測定した 地下タ ンク内培養液の 硝酸イオン 濃度 を測定し、前日との 差 から推定することができます が、 毎日 1 回目の 窒素 投入 前に 測定した 値を用いるのが 最適 です。     （ １）地下タンク内培養液のサンプリング      早朝にサンプリングする必要があるため、 水中ポンプとタイマーを組み合わせたオート サンプラーを 作成 しました 。 1 万 5 千円程度 で自作が可能です（ 別添 マニュアル 参照 ）。オ ーバーフローする機構としているため、タイ マーで ポンプ稼働時間を 3 分程度 に 設定して おけば、 残液の影響を排除 することが できま す。 このオートサンプラーの利用により、 地 下タンク内 の 培養液を 窒素施用前である早朝 に 自動で サンプリングしておき、後 で 測定す ることが可能 です。 また、これまで地下タン クの重い蓋を持ち上げ、柄付き容器などを使 ってサンプリングしていた作業が不要となり ます。      

